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利き酒で新酒を吟味　～第 8回新酒鑑評会～（記事 6頁）
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古
く
な
っ
た
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
を
回
収
し
て

再
資
源
化
し
、
循
環
型
社
会
の

実
現
を
目
指
す『
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
』（
特
定
家
庭
用
機
器
再
商

品
化
法
）が
、
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
古
く
な
っ
た
前
記
製
品
を
小
売
店
な
ど
に
引

き
取
っ
て
も
ら
う
際
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
目
的
は
、
生
活
環
境
の
保

全
と
経
済
の
健
全
な
発
展
に
あ

る
。

　

廃
棄
さ
れ
る
家
電
製
品（
特
定

家
庭
用
機
器
）の
適
正
な
処
理
と
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
資
源
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
に
、
製
品
を

作
っ
た
メ
ー
カ
ー
や
販
売
し
た
小
売
業
者（
古
物
商
を
含
む
）と

消
費
者
が
協
力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
法
律
で
あ
る
。

　

メ
ー
カ
ー
が
発
表
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
エ
ア
コ
ン
三
千

五
百
円
、テ
レ
ビ
二
千
七
百
円
、冷
蔵
庫
四
千
六
百
円
、洗
濯

機
二
千
四
百
円
。こ
れ
に
小
売
店
（
地
域
に
よ
っ
て
は
市
町
村
）

が
決
め
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
ま
で
の
収
集
運
搬
料
金
が
加
わ
る
。

　

役
割
分
担
は
、
製
造
業
者
（
メ
ー
カ
ー
）に
は
リ
サ
イ
ク
ル
義

務
が
、
小
売
業
者
（
古
物
商
を
含
む
）に
は
、
排
出
者
か
ら
引

き
取
っ
た
廃
家
電
を
メ
ー
カ
ー
に
引
き
渡
す
義
務
（
収
集
・
運

搬
の
義
務
）が
課
さ
れ
、そ
の
代
わ
り
、消
費
者（
排
出
者
）は
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
を
負
担（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
・
運
搬
に
か

か
る
料
金
の
負
担
義
務
）
す
る
と
い
う
役
割
分
担
に
よ
り
リ
サ

イ
ク
ル
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
我
々
消
費
者
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
紙
や
ペッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、

回
収
の
費
用
を
自
治
体
と
事
業
者
が
負
担
し
て
い
た
の
に
対
し
、

家
電
製
品
は
消
費
者
も
負
担
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

回
収
に
は
大
変
な
金
額
が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
生
産
か

ら
消
費
ま
で
、
関
わ
る
者
全
て
が

費
用
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
資
源
の
節
約
と
ご

み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
使
い
捨
て
時
代
か
ら
脱
皮
し
て
、
資
源
を
節
約

し
、
物
を
大
切
に
長
く
使
う
風
土
を
育
て
る
醸
成
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡

会
議
（
事
務
局‥

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
と
し
て

も
事
業
の
一
環
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

循
環
型
社
会
の
実
現

　

〜
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

四
月
一
日
施
行
〜

�
…『
男
女
雇
用
機
会
均
等
セ
ミ
ナ
ー
』：

6
月　

日　
　

時　

分
〜
・
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
で
開
催
。

20

（水）
13

30お
問
い
合
わ
せ
等
は
、岐
阜
県
労
働
雇
用
課
ま
た
は　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所
ま
で
。

（財）
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の
岐
阜
県
知
事
認
定
を
取
得
し
、
翌

十
二
年
十
月
、
炭
化
製
品
「
カ
ー
ボ

サ
ン
ド
」
の
生
産
を
開
始
し
た
。
全

国
的
に
見
る
と
、
故
紙
ス
ラ
ッ
ジ
の

処
分
に
つ
い
て
は
、
焼
却
す
る
か
埋

め
立
て
処
分
に
す
る
等
が
大
半
で
あ

る
が
、
同
社
は
故
紙
ス
ラ
ッ
ジ
を
炭

素
化
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
い
う

特
徴
を
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
廃
棄
物
を
処
理
す
る
の
で

は
な
く
、
事
業
と
し
て
捉
え
、
高
機

能
、
低
価
格
、
多
量
生
産
に
よ
る
安

定
供
給
を
目
指
し
、
さ
ら
に
、
環
境

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
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岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
（
岡
本
太
右
衛
門
座
長
）
は
三
月
二
十
七
日
、『
岐
阜
県
中
小
企
業
産

業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
・
研
究
員
会
議
』
を
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

同
会
議
で
は
、
県
内
七
大
産
業
（
繊
維
、
陶
磁
器
、
紙
、
木
工
、
機
械
金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
食
品
）
に
加
え
、
建

設
、
家
畜
を
加
え
た
業
界
団
体
か
ら
研
究
員
が
出
席
し
、
産
業
廃
棄
物
対
策
に
関
す
る
事
例
報
告
及
び
各
業
界
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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リサイクル製品の発表と取り組み状況
県中小企業産業廃棄物対策連絡会議・研究員会議

保
全
に
貢
献
す
る
た
め
、
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
廃
棄
物
ゼ
ロ
）
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ノ
ン
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
廃
棄
物
の
資
源
化
）
を
指
向
し
、

廃
棄
物
を
資
源
と
し
て
捉
え
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

　

同
社
の
具
体
的
事
業
内
容
と
し
て

は
、故
紙
ス
ラ
ッ
ジ
炭
化
製
品「
カ
ー

ボ
サ
ン
ド
の
製
造
販
売
」
と
「
ク
リ

エ
ー
ト
Ｄ
Ｃ
Ｍ
（
炭
化
焼
成
装
置
）

の
製
造
販
売
」
が
あ
る
。「
カ
ー
ボ
サ

ン
ド
」
は
、
ま
も
な
く
特
許
が
認
め

ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
水
の
浄
化
、

土
壌
改
良
材
等
と
し
て
多
用
途
に
適

応
す
る
活
性
炭
化
セ
ラ
ミ
ッ
ク
で
あ

る
。「
ク
リ
エ
ー
ト
Ｄ
Ｃ
Ｍ
」
は
有
害

物
質
の
排
出
を
抑
制
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
装
置
で
、
廃
棄
物
を
環
境
保
全
に

つ
な
げ
�
プ
ラ
ス
の
力
に
変
え
る
�

と
い
う
夢
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

後
藤
会
長
は
「�
根
が
元
気
�
の
商

品
を
代
表
に
、
こ
の
炭
化
セ
ラ
ミ
ッ

ク
を
顧
客
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

Ｄ
Ｃ
Ｍ
商
品
シ
ス
テ
ム
と
商
品
を
通

じ
て
広
く
自
然
と
環
境
保
護
に
努
め

て
行
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
各
業
界
の
研
究
員
に
よ

り
、「
産
業
廃
棄
物
の
取
り
組
み
及
び

処
理
の
状
況
報
告
」
が
行
わ
れ
た
。

長
）
ら
が
リ
サ
イ
ク
ル
事
例
の
報
告

を
行
っ
た
。

　

同
社
は
、
平
成
十
一
年
三
月
に
故

紙
ス
ラ
ッ
ジ
を
原
料
と
し
た
付
加
価

値
商
品
の
開
発
と
事
業
化
で
創
造
法

　

今
回
の
事
例
報
告
で
は
、「
産
業
廃

棄
物
商
品
化
及
び
装
置
（
連
続
炭
化

焼
成
装
置
の
開
発
）」
と
し
て
㈱
ク
リ

エ
ー
ト
サ
ン
の
後
藤
利
夫
代
表
取
締

役
会
長
（
県
家
庭
紙
工
業
組
合
理
事

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

 
廃
棄
物
の
資
源
化 
を
目
指
す

ノ

ン

エ

ミ

ッ

シ

ョ

ン

環
境
保
護
に
つ
な
が
る
開
発
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制度の概要
1．対象となるテーマ
◆メカトロニクス、新素材、バイオテクノロジー等の先端技術に関する研究開発
◆福祉機器、環境保全機器、リサイクル技術等に関する研究開発
◆その他、県内産業の高度化に資する研究開発
2．応募資格
県内に所在する企業（研究グループ、組合等を含む）で、大学等や岐阜県試験
研究機関の技術シーズを実用化するため、大学等や岐阜県試験研究機関と
共同で研究開発を行う者
3．助成内容
◆助成対象費目　原材料費、機械装置費、外注加工費、委託費等
　　　　　　　　　※人件費は対象外です。
◆助成額　事業費の3分の2以内で1年間最高500万円まで
◆助成期間　最大3年間（ただし単年度ごとに審査）
4．審査　産学官で構成する「認定審査会」で選考
5．提出書類
（財）岐阜県研究開発財団産学官共同研究助成金交付要網で定める所定の申
請様式及び研究概要を表したスキーム図（任意様式：A4サイズで1枚）
※申請様式は、募集期間中、下記のホームページからダウンロード可能です。（一太郎 ver.6）
6．その他
　　この制度に基づく発明、発案等に関して取得した工業所有権等は、（財）岐阜県研究開発財団と権利の帰属者の
共有になります。

　お問い合わせ先
　〒509－0108各務原市須衛町4－179－1
　（財）岐阜県研究開発財団　技術振興部　　　　TEL0583－79－2212　FAX0583－79－2215
　　　　　E-mail:gikenzai@stp.pref.gifu.jp　URL:http://www.pref.gifu.jp/gifu-rd/
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産学官共同研究助成制度の紹介
募集期間：平成13年4月2日から5月7日まで（財団ホームページから申請書ダウンロード可能）
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

第 11 回中国華東輸出入商品会と上海経済事情
岐阜県上海駐在員　小　島　　光　則

●輸出契約額が 15億米ドル、1万人の来場者
　３月初旬、上海及び中国各地の軽工業関連企業な
どが国際市場にデビューするための大舞台とも言える「第
11 回中国華東輸出入商品会」が上海世貿商城で開
催された。
　この展示会は、上海市、江蘇省、浙江省など９つの省
級都市が主催し、約6万㎡の会場に繊維製品、軽工業、
工芸品をメインとした約 3,000 社が出展した。会期中の
輸出契約額は15 億米ドル（前年比 18％増）を超え、契
約先では、日本がトップで以下はＥＵ、香港・マカオ、アメ
リカ、中近東諸国の順であった。また、来場者数は1万人
を超え、海外からも125の国と地域から参加者が集まった。

●中国は「世界の工場」？
　私も自分の目で会場を見学してみた。衣類、生活用品、
玩具、装飾品…。私たちが普段の生活の中で使用して
いる身の回り品が全て揃っており、中国製品の多さにはた
だ驚くばかりであった。量のみならず、質もかなり向上してい
るようである。
　更に驚かされたのは、神棚、しめ縄、すのこなど日本の
伝統工芸品も中国で多量に製造されていることであった。
また、市町村指定のごみ袋も出展されており、日本と中国
製品の関わりの深さを改めて実感した。
　日本人のみならず、多くの欧米人バイヤーが大口の契
約を成立させている姿を見ていると、もはや、中国で製造
できないものは何も無いように思われた。確かに中国は「世
界の工場」である。
　一方、外国企業のブースでは、日本、欧米などから98

社が出展し、中国市場へ
の進出について中国人バ
イヤーとの交渉が行なわ
れていた。中国では、改革
開放以来、一気に資本
主義化が加速し、かつて
は存在しなかった豊かな
人 が々生れ、高級化志向
などニーズも多様化している。依然として「外国製品＝高
級品」というイメージは否めないが、近い将来、外国製品
が中国 13 億人の市場をターゲットにシェアを拡大すること
も決して絵空事ではないように思われる。

●だふ屋、お土産屋、展示即売会
　余談だが、会場入口付近には、だふ屋や民族衣裳を
着たお土産屋が多数出没し、独特な雰囲気を醸し出し
ていた。ちなみにだふ屋は、無料の招待券を正規の入場
券並の料金で売っていた。また、最終日は、展示品の即
売会となり、会場は殺気に満ちた来場者で溢れかえった。
私が会場から去ろうとすると、入場券を持っていない複数
の人 か々ら「入場証がほしい」と声を掛けられ、少し困惑し
た。しかし、中国の展示会は活気があって面白いというの
が私の率直な感想である。
　上海には大きな展示会場が５つあり、毎日のように「中
国国際○○展示会」が開催されている。展示会は、経済
の好調ぶりを表すバロメーターでもあり、一種のお祭りのよう
でもある。

●上海のＧＤＰが９年連続で増加
　上海市統計局が発表した最新統計によると、2000 年
の同市のＧＤＰ（国内総生産）は4,551 億元に達し、昨
年比で10．8％の伸びとなった。上海市のＧＤＰは1992
年から９年連続で２桁成長を保っており、１人当たりのＧ
ＤＰも、中国国内（香港・マカオを除く。）で初めて4,000
米ドルを突破した。一概に比較は出来ないが、日本の景
気低迷を尻目に、発展する上海経済の勢いは驚異的で
もある。
　今年中にはＷＴＯ（世界貿易機関）に加盟する見込
みの中国。ＷＴＯ加盟後の上海経済は、一体どこまで
発展するのか誰も想像出来ないが、少なくとも、21 世紀の
中国社会主義市場経済の中心であることには間違いな
いだろう。中国華東輸出入商品会会場の「上海世貿商城」
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県内中小企業主要業種の景気動向
（2月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

2月景況調査

いっ
た
プ
ラ
ス
要
因
が
弱

く
、
営
業
日
数
の
減
少

と
低
調
な
消
費
需
要

等
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が

影
響
し
、
依
然
と
し
て

業
況
は
低
迷
の
ま
ま
横

這
い
推
移
と
な
って
い
る
。

低
価
格
傾
向
強
ま
る

倒
産
増
加
で
信
用
不
安
も

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象

に
ま
と
め
た『
二
月
の
特
色
』
と『
五
月
ま
で
の
景

況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
二
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
停
滞
感
強
ま
る
②
低
価
格
、
需

要
の
低
価
格
品
シ
フ
ト
の
傾
向
が
一
段
と
強
ま
る

―
と
な
って
い
る
。

　

二
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、
前

28

月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し　

ポ
イ
ン
ト
の

45

17

大
幅
な
改
善
。
前
月
の
大
幅
な
下
降
に
対
す
る

対
比
で
下
降
が
緩
和
し
て
い
る
。し
か
し
、
公
共
工

事
の
繁
忙
や
年
度
末
調
整
の
た
め
の
生
産
等
と

　

消
費
需
要
の
低
迷
、
低
価
格
と
低
価
格
品
シ
フ
ト
、

輸
入
品
と
の
競
合
が
景
況
感
に
大
き
く
影
響
し
て
お

り
、
需
要
減
少
や
長
期
不
振
に
加
え
、
最
近
で
は
、
取

引
先
倒
産
への
信
用
不
安
の
増
大
も
あ
り
、企
業
マ
イ
ン

ド
を
冷
や
す
要
素
と
な
って
き
て
い
る
。

　
〔
五
月
ま
で
の
見
通
し
〕
五
月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績
と
同

28

数
値
で
横
這
い
と
な
って
い
る
。例
年
は
、
入
学
、
就
職
の

季
節
需
要
、観
光
需
要
増
が
プ
ラ
ス
要
因
、公
共
工
事

の
端
境
期
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
り
、総
合
す
る
と
改
善

予
想
傾
向
と
な
る
が
、
今
回
は
そ
の
傾
向
が
弱
く
な
って

い
る
。

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲△○○プ ラ ス チ ッ ク
→△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲△△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△▲○タ イ ル
→△△△○窯 業 原 料
→△△▲▲耐 火 れ ん が
→▲▲▲△石　 　 灰
→△○○○生　 コ　 ン
→△△○○砂 利 生 産
→△○○○砕 石 生 産
→△△△△鋳　 　 物
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→△△○○メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属
→△▲△△金　 　 型

→△△▲▲機械工具・工作機械
→△▲▲▲電 気 機 械 器 具
→△○○○輸 送 機 器
→△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→△△○○各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物

→△△△○家 電 機 器 販 売
→△○○○メ ガ ネ 販 売
→△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲△△△味 噌 ・ 醤 油
→△△▲▲豆 腐 製 造
→△△△△食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△菓　 　 子
→△○○○米　 　 菓
→▲▲○○酒　 　 造
→△○▲▲米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△▲△▲織 物 染 色
→▲△△△ニ ッ ト 工 業
→▲▲▲▲毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△△○靴　 　 下
→▲△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→▲▲△△婦 人 ・ 子 供 服

→△△○△縫　 　 製
→△△△○製　 　 材
→△△△△銘　 　 木
→△△△△集　 成　 材
→△△△△家 具 （ 美 濃 ）
→△△○○家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→▲▲△△特　 殊　 紙
→△△△○紙　 加　 工
→△△○○印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△△△共 同 店 舗
→▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
→△▲△△大 垣 市 商 店 街
→▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街

→△△○○恵 那 市 商 店 街
→△▲△▲高 山 市 商 店 街
→△△○○車 体 整 備
→▲▲▲▲タ イ ヤ 整 備
→△△△▲長 良 川 畔 旅 館
－－－－－下 呂 温 泉 旅 館

→▲△▲▲高 山 旅 館
→▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲▲▲▲広 告 美 術
－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△映 像 制 作

→△△△△飲　 食　 業
→▲△△○土 木 （ 岐 阜 ）
→△△○－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△△△△鋼 構 造 物
－－－－－電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△○△建 築 板 金
→△▲△△建　 　 具
→▲▲▲▲産 直 住 宅
→△△△▲貨物運送（岐阜地区）
→△○△○貨 物 運 送 （ 県 域 ）
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「
大
手
に
負
け
な
い
商
品
」開
発

　

土
岐
郡
笠
原
町
に
あ
る
協
同
組
合

ケ
ー
エ
ス
ジ
ー
（
長
江
隆
平
理
事
長
）

と
笠
原
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
（
宮

川
憲
太
郎
理
事
長
）
は
、
環
境
に
優

し
く
ク
リ
ー
ン
な
新
型
タ
イ
ル
『
美

濃
焼
Ｃ
Ｔ
（
チ
ャ
ー
ジ
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
）
タ
イ
ル
』
を
共
同
開
発
し

た
。

　

こ
の
タ
イ
ル
は
、�
電
荷
移
動
型
酸

化
還
元
触
媒
（
Ｃ
Ｔ
触
媒
）�
を
世
界

で
初
め
て
使
用
し
て
お
り
、
こ
の
触

媒
を
釉
薬
に
混
ぜ
て
高
温
焼
成
す
る

た
め
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
。
タ
イ

ル
単
体
で
反
応
を
促
進
で
き
る
た
め

　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
（
老
田

正
夫
会
長
、
会
員
六
十
五
社
）
は
三

　

現
在
、
中
国
電
力
島
根
支
店
や
高

級
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
テ
ス
ト
使
用
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
既
に
十
件
ほ
ど
の

引
き
合
い
が
あ
る
。

　

ケ
ー
エ
ス
ジ
ー
の
長
江
理
事
長
は
、

「
こ
れ
は
画
期
的
な
タ
イ
ル
で
、
大

手
企
業
の
商
品
よ
り
も
自
信
が
あ
る
。

タ
イ
ル
業
界
の
活
性
化
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、　

ケ
ー
エ
ス

（協）

ジ
ー
【
〇
五
七
二
（
四
三
）
三
二
一

八
】
ま
で
。

　

会
員
三
十
八
社
が
吟
醸
酒
・
純
米

醸
造
酒
・
本
醸
造
酒
な
ど
九
十
六
点

の
新
酒
を
出
品
し
、
会
員
ら
約
百
五

十
人
が
じ
っ
く
り
と
「
き
き
酒
」
を

味
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
新
開
発
の

清
酒
も
出
品
さ
れ
て
い
た
。

　

鑑
評
会
の
後
に
は
、
新
酒
と
永
年

勤
続
の
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
老

田
会
長
は
「
今
年
は
米
の
出
来
が
良

く
、
レ
ベ
ル
が
高
く
味
の
良
い
酒
が

出
来
た
。
酒
造
業
界
も
他
業
界
と
同

じ
く
厳
し
い
状
況
だ
が
、
我
慢
の
経

営
で
今
後
も
岐
阜
の
地
酒
を
盛
り
上

げ
よ
う
」
と
会
員
ら
を
激
励
し
た
。

　

な
お
、
主
な
受
賞
銘
柄
・
酒
造
元
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流
通
拠
点
と
し
て
近
代
化
を
図
る

月
十
九
日
、
長
良
川
ホ
テ
ル
で
「
第

八
回
新
酒
鑑
評
会
」
を
開
催
し
た
。
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岐
阜
県
家
畜
商
協
同
組
合
（
高
木

一
理
事
長
）
は
、
岐
阜
市
六
条
大
溝

に
あ
る
『
岐
阜
県
中
央
家
畜
市
場
』

を
改
装
・
新
築
し
、
三
月
十
九
日
に

竣
工
式
を
行
っ
た
。

　

同
市
場
は
昭
和
三
十
年
に
開
設
さ

れ
、
平
成
十
一
年
度
実
績
で
は
、
年

間
に
牛
・
豚
な
ど
約
三
万
七
千
頭
を

扱
う
規
模
で
、
家
畜
の
流
通
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
施
設
の
老
朽
化
・
環
境

対
策
な
ど
を
解
消
し
、
市
場
設
備
の

近
代
化
を
図
る
た
め
、
新
築
工
事
が

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



〜
県
酒
造
組
合
連
合
会
・
新
酒
鑑
評
会
〜

光
や
水
を
必
要
と
せ
ず
汚
れ
を
防
ぎ
、

セ
ル
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が
長
期

間
持
続
す
る
ほ
か
、
空
気
中
の
Ｎ
Ｏ

ｘ
等
を
分
解
し
周
辺
環
境
を
浄
化
す

る
と
い
う
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
優

れ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
他
社
の

光
触
媒
方
式
に
比
べ
て
性
能
が
優
れ

て
い
る
た
め
、使
用
条
件
を
選
ば
な
い
。

は
次
の
と
お
り
。

　

▽
岐
阜
県
知
事
賞
・
吟
醸
酒
＝
い

と
う
鶴
（
い
と
う
鶴
酒
造
㈱
）、
純
米

醸
造
酒
＝
蔵
人
気
質
（
千
代
菊
㈱
）、

本
醸
造
酒
＝
白
真
弓
や
ん
ち
ゃ
酒

（
㈲
蒲
酒
造
場
）

　

▽
岐
阜
県
議
会
議
長
賞
・
吟
醸
酒

＝
玉
柏
（　

山
田
商
店
）、
純
米
醸
造

（資）

酒
＝
は
な
ざ
か
り
（
花
盛
酒
造
㈱
）、

本
醸
造
酒
＝
篝
火
（
菊
川
㈱
）

　

▽
連
合
会
会
長
賞
・
吟
醸
酒
＝
篝

火
（
菊
川
㈱
）
ほ
か
十
酒
、
純
米
醸

造
酒
＝
女
城
主
（
岩
村
酒
造
㈱
）
ほ

か
十
酒
、本
醸
造
酒
＝
雪
中
寒
梅（
古

田
酒
造　

）
ほ
か
十
二
酒

（資）

行
わ
れ
た
。

　

新
市
場
は
、
国
等
の
家
畜
市
場
機

能
高
度
化
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
、

建
築
延
べ
床
面
積
は
約
三
千
二
百
八

十
一
㎡
。
建
設
工
事
費
は
二
億
二
千

四
百
八
十
万
円
（
う
ち
、
事
業
団
補

助
金
八
千
六
百
五
十
万
円
）。
市
場
内

施
設
も
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、

家
畜
の
輸
送
機
能
が
充
実
さ
れ
た
。

　

高
木
理
事
長
は
「
新
市
場
は
、
売

り
や
す
さ
・
買
い
や
す
さ
・
公
平
さ

を
モ
ッ
ト
ー
に
市
場
運
営
に
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
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情
産
協
・
第
２
回
通
常
総
会
を
開
催

　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
（
辻
正

（社）
会
長
）
は
三
月
二
十
六
日
、
長
良
川

ホ
テ
ル
で
『
平
成
十
二
年
度
第
２
回

通
常
総
会
』
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
予
算
総
会
で
、
平
成
十
三

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
な
ど

七
議
案
を
審
議
し
、
各
議
案
と
も
承

認
さ
れ
た
。

　

平
成
十
三
年
度
は
①
協
会
組
織
の

拡
充
と
財
政
基
盤
の
強
化
②
岐
阜
県

の
戦
略
的
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
お

け
る
地
域
企
業
の
受
注
確
保
③
日
本

版
Ｃ
Ｍ
Ｍ
策
定
に
係
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
・
調
達
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に

テ
ル
パ
ー
ク
で
新
旧
支
店
長
の
歓
送

迎
会
を
開
催
し
た
。
岡
本
会
長
は
大

崎
前
支
店
長
の
在
任
中
の
活
動
を
讃

え
る
と
と
も
に
、
吉
田
支
店
長
を
激

励
し
た
。

　

吉
田
新
支
店
長
は
、
昭
和
二
十
九

年
八
月
十
四
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
五

十
三
年
三
月
に
九
州
大
学
法
学
部
を

卒
業
し
、
同
年
四
月
に
入
庫
。
以
来
、

和
歌
山
支
店
を
は
じ
め
、
静
岡
支
店

次
長
、
本
店
業
務
第
二
部
企
画
役
、

債
券
部
次
長
、
平
成
十
一
年
三
月
に

は
諏
訪
支
店
長
を
歴
任
。
こ
の
た
び

岐
阜
支
店
長
に
就
任
さ
れ
た
。
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〜
中
小
企
業
組
合
関
係
税
制
等
研
修
会
〜

　

中
央
会
は
三
月
二
十
一
日
（
多
治

見
市
）、
二
十
二
日
（
高
山
市
）、
二

十
三
日
（
岐
阜
市
）
に
『
中
小
企
業

組
合
関
係
税
制
等
研
修
会
』
を
開
催

し
、
三
会
場
で
約
八
十
人
が
参
加
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
兼
山
登
税
理
士
を

講
師
に
招
き
、『
中
小
企
業
組
合
関
係

税
制
の
内
容
と
平
成
十
三
年
度
税
制

改
正
要
綱
』
を
テ
ー
マ
に
、「
中
小
企

業
組
合
関
係
税
制
の
あ
ら
ま
し
」
に

基
づ
き
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

兼
山
税
理
士
は
、
十
三
年
度
の
税

制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
商

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

大
崎
前
支
店
長
は
本
店
審
査
第
一
部
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



関
す
る
情
報
提
供
並
び
に
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
に
関
す
る
情
報

提
供
―
を
基
本
に
協
会
の
運
営
を

行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、役
員
改
選
で
は
、次
の
方
々

が
選
任
さ
れ
た
。

　

商
工
組
合
中
央
金
庫
岐
阜
支
店
の

大
崎
宏
支
店
長
は
、
定
例
の
人
事
異

動
で
本
店
の
審
査
第
一
部
上
席
審
査

役
へ
栄
転
。
そ
の
後
任
と
し
て
諏
訪

　

▽
会
長
＝
辻　

正
（
中
部
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
㈱
）

　

▽
副
会
長
＝
横
山
鐵
三
（
㈱
第
一

シ
ス
テ
ム
）、
宮
地
正
直
（
㈱
電
算
シ

ス
テ
ム
）、
孫
工
昇
嗣
（
㈱
セ
イ
ノ
ー

情
報
サ
ー
ビ
ス
）

　

▽
理
事
＝
増
田
俊
彦
（
十
六
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
）ほ
か
六
人

　

▽
監
事
＝
梶
田　

紘
（
㈱
ユ
ア
ソ

フ
ト
）
ほ
か
一
人

支
店
長
の
吉
田
明
史
（
よ
し
だ
あ
き

ふ
み
）
氏
を
岐
阜
支
店
長
に
迎
え
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
中
金
会
（
岡
本
太
右

衛
門
会
長
）
は
三
月
二
十
二
日
、
ホ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
��

���

���

法
改
正
に
よ
る
会
社
分
割
制
度
の
創

設
に
伴
う
企
業
組
織
再
編
成
に
係
る

税
制
の
整
備
②
住
宅
税
制
・
中
小
企

業
促
進
税
制
の
延
長
③
Ｉ
Ｔ
革
命
の

進
展
に
伴
う
情
報
通
信
関
連
税
制
の

変
更
④
贈
与
税
基
礎
控
除
の
引
き
下

げ
等
―
で
あ
る
が
、
税
率
改
正
等
の

大
き
な
変
更
は
な
い
旨
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
関
係
税
制
の
内

容
と
し
て
は
、
税
率
の
軽
減
や
固
定

資
産
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
、
減
価

償
却
資
産
の
範
囲
に
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
」
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。
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�
…
本
会
会
報
紙『
岐
阜
県
中
小
企
業
情
報
』の
購
読
申
込
と
広
告
掲
載
申
込
は
広
報
振
興
チ
ー
ム（
〇
五
八
―

二
七
七
―

一
一
〇
一
）ま
で
。
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二
回
連
続
で
東
濃
地
区
の
「
見
ど

こ
ろ
紹
介
」
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

一
休
み
し
ま
す
。

　

先
日
、
本
会
は
、
陶
磁
器
産
業
を

組
合
員
と
す
る
組
合
の
事
務
局
長
を

対
象
に
し
た
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
共
通
の
課
題
が
あ

り
ま
し
た
の
で
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

　
（
一
）
組
合
員
の
脱
退
と
休
業
者
の

扱
い

　

組
合
員
が
脱
退
す
る
ケ
ー
ス
と
し

て
は
、
自
ら
の
意
思
で
脱
退
す
る
場

合
と
、
組
合
員
資
格
事
業
の
廃
止
、

廃
業
、
倒
産
等
に
よ
り
定
款
に
定
め

る
組
合
員
資
格
喪
失
に
よ
る
「
法
定

脱
退
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
形
態
に
よ
り
脱
退
の
時
期

が
異
な
る
こ
と
を
留
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
自
ら
の
意
思
で
（
自
由

脱
退
）
脱
退
す
る
場
合
は
、
脱
退
の

日
（
年
度
末
）
ま
で
組
合
員
と
し
て

賦
課
金
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
こ

と
も
理
解
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
脱
退
で
は
な
く
、
休
業
扱

い
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
場
合
は
、
定
款
に
定
め
る
「
届
け

出
」
の
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。
届

け
出
を
受
け
た
組
合
は
、
理
事
会
で

対
応
を
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
た
と
え
減
額
し
て
も
最
低
限
度

の
賦
課
金
は
徴
収
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

組
合
に
よ
っ
て
は
、
資
産
が
あ
る

場
合
、「
や
め
た
ら
損
」
の
考
え
で
脱

退
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
し
ま
す
と
組
合
運
営
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
、
休
業
期

間
に
条
件
を
付
け
る
な
ど
、
厳
格
な

対
応
が
必
要
で
す
。

　

間
違
っ
て
も
、
休
業
者
を
役
員
に

し
な
い
こ
と
で
す
。（
過
去
に
例
が
あ

り
ま
し
た
。）

　
（
二
）
賦
課
金
の
徴
収
基
準

　

賦
課
金
の
額
及
び
徴
収
方
法
は
毎

期
ご
と
に
総
会
で
決
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
毎
年

額
を
変
え
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

組
合
員
の
賦
課
金
徴
収
基
準
は
、

り
の
介
助
等
に
係
る
介
護
料
の
自
己

負
担
分
だ
け
で
利
用
で
き
、
三
十
分

未
満
の
場
合
、
利
用
者
負
担
は
一
割

で
、
運
賃
は
自
己
負
担
分
と
町
か
ら

受
け
取
る
介
護
保
険
料
に
含
ま
れ
る
。

そ
の
反
響
は
大
き
く
、
要
介
護
の
お

年
寄
り
か
ら
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
会
社
で
は
、
以
前
よ
り
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
持
つ
運
転
手

「
ケ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
」
に
よ
る
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
運
賃
と
は
別

に
介
護
料
を
受
け
取
る
料
金
体
制
で

あ
っ
た
が
、
先
ご
ろ
そ
の
運
賃
徴
収

に
つ
い
て
、
国
の
方
針
が
変
わ
り
、

「
国
土
交
通
省
」
が
「
運
賃
は
介
護

報
酬
に
含
ま
れ
る
」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
た
た
め
、
介
護
保
険
を
適
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

介
護
タ
ク
シ
ー
は
自
立
を
支
援
す

る
の
が
目
的
で
、
通
院
や
買
物
で
利

用
す
る
高
齢
者
が
多
く
、
こ
れ
ま
で

外
出
で
き
な
か
っ
た
要
介
護
者
や
そ

の
家
族
に
と
っ
て
、
低
料
金
で
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
朗
報
で
あ
る
。

　

介
護
タ
ク
シ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
買

物
な
ど
が
便
利
に
な
り
、
地
域
の
商

業
振
興
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

吉
城
郡
国
府
町
の
介
護
事
業
者
指

定
を
受
け
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社
が
、

こ
の
ほ
ど
中
部
運
輸
局
管
内
に
お
い

て
、
東
海
・
北
陸
地
区
で
は
第
一
号

と
な
る
介
護
保
険
を
適
用
し
た
「
介

護
タ
ク
シ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

こ
の
介
護
タ
ク
シ
ー
は
、
乗
り
降

組
合
運
営
に
お
け
る
課
題��

�
�
��
�

国
府
町
に
介
護
タ
ク
シ
ー

��
�
�
�
�
�
��
�

組
合
の
事
業
運
営
に
よ
り
様
々
で
す
。

全
員
同
じ
額
と
す
る
平
等
割
、
事
業

規
模
や
従
業
員
数
な
ど
を
基
準
に
し

た
等
級
割
、
平
等
割
と
等
級
割
の
併

用
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
と
な

る
の
は
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
公

平
な
徴
収
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

組
合
員
全
員
を
同
額
と
す
る
こ
と
は

必
ず
し
も
公
平
負
担
で
は
な
い
こ
と

を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子

　

中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
組

合
の
�
政
治
的
中
立
の
保
持
�
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

商
工
組
合
、
協
同
組
合
、
企
業

組
合
等
の
中
小
企
業
関
係
組
合
は
、

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
第
七
条
第
三
項
、
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
第
五
条
第
三
項
に

『
組
合
は
特
定
の
政
党
の
た
め
に

利
用
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
規
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
法
の
趣

旨
は
、
組
合
の
外
部
勢
力
に
よ
り
、

ま
た
、
内
部
の
小
数
に
よ
っ
て
組

合
が
政
治
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
防
止
す
る
も
の
で
、
今
後
と

も
法
の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
の
う

え
、
組
合
運
営
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
組
合
の
名
で
特

定
な
公
職
選
挙
の
候
補
者
を
推
せ

ん
し
た
り
、
組
合
の
総
会
で
特
定

候
補
者
の
推
せ
ん
や
特
定
政
党
の

支
持
を
決
議
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら

れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

組
合
の
政
治
的
中
立
を

中
小
企
業
庁
呼
び
か
け
る



〈
三
月
中
〉

１
日
〜
２
日　

Ｉ
Ｔ　

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ　

ｉ
ｎ　

Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｕ
（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
）

　
　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
中
小
企

業
団
体
中
央
会
（
会
長
会
）
Ｉ
Ｔ

研
究
会
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

他
）

５
日　

第
２
回
岐
阜
県
雇
用
能
力
開

発
機
構
運
営
協
議
会
（
岐
阜
パ
リ

ス
ホ
テ
ル
）

　
　

連
合
岐
阜
来
会
（
中
央
会
・
情

報
サ
ロ
ン
）

　
　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
理

事
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

（
岐
阜
県
中
央
市
場
内
）

　

日　

岐
阜
中
金
会
（
ホ
テ
ル
パ
ー

22
ク
）

　

日　

財
務
省
地
域
経
済
調
査
（
県

23
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

全
国
中
央
会
第　

回
理
事
会

166

（
東
京
都
）

　

日　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
第

26

（社）

２
回
通
常
総
会
（
長
良
川
ホ
テ
ル
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄

27
物
対
策
連
絡
会
議
研
究
会
（
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

第
１
回
岐
阜
県
新
首
都
交
通

29
計
画
研
究
会
（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

７
日　

中
小
企
業
情
報
創
造
発
信
強

化
支
援
事
業
第
２
回
委
員
会
（
県

民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

８
日　

組
合
運
営
問
題
懇
談
会
（
美

濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

９
日　

第
２
回
岐
阜
労
働
局
地
方
職

業
安
定
審
議
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
・

19
第
８
回
新
酒
鑑
評
会
（
長
良
川
ホ

テ
ル
）

　
　

岐
阜
県
中
央
家
畜
市
場
竣
工
式

市
中
金
利
よ
り
低
利
に

高
度
化
資
金
・
今
年
度
貸
付
分
か
ら

　

中
小
企
業
総
合
事
業
団
が
実
施
す

る
「
高
度
化
資
金
貸
付
制
度
」
の
金

利
が
、
こ
れ
ま
で
は
市
中
金
利
に
関

わ
ら
ず
常
に
二
・
七
％
で
し
た
が
、

平
成
十
三
年
度
新
規
貸
付
分
か
ら
、

借
入
れ
時
点
の
市
中
金
利
よ
り
低
い

金
利
と
な
る
よ
う
、
毎
年
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
十
三
年
度

は
一
・
五
％
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
高
度
化
資
金
貸
付
制
度
」

は
、
国
の
施
策
に
基
づ
き
都
道
府
県

が
窓
口
と
な
り
、
中
小
企
業
総
合
事

業
団
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
る
制

度
で
、
中
小
企
業
の
方
々
が
共
同
で

事
業
に
取
り
組
も
う
と
す
る
場
合
に

資
金
面
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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主
な
特
色
は
、
①
長
期
（
最
長
二

十
年
）・
固
定
金
利
の
資
金
②
事
業
実

施
に
あ
た
り
、
計
画
づ
く
り
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
無

料
で
受
け
ら
れ
る
③
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
る
―
な
ど
で
す
。

　

高
度
化
資
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
・
ご
相
談
は
、【
中
小
企
業
総
合

事
業
団 
高
度
化
推
進
部 
企
画
調
整

課
】
〇
三
（
五
四
七
〇
）
一
五
二
八
、

【
岐
阜
県
農
林
商
工
部
商
工
局
経
営

支
援
課
】
〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一

一
一
（
代
）、【
岐
阜
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会 
組
織
指
導
チ
ー
ム
】
〇
五

八
（
二
七
七
）
一
一
〇
二　

ま
で
。

　

中
央
会
の
所
管
課
で
あ
る
県
農
林

商
工
部
商
工
局
の
経
営
指
導
課
が
、

新
年
度
よ
り
『
経
営
支
援
課
』に
名
称

が
変
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、
商
工
局
長

の
ほ
か
、同
課
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

▽
新
商
工
局
長
＝
長
屋
栄
氏
（
知

事
公
室
参
事
兼
経
営
管
理
部
参
事
か

ら
）

　

▽
前
商
工
局
長
＝
新
家
武
彦
氏

（
岐
阜
地
域
振
興
局
長
・
知
事
代
理
へ
）

　

▽
新
課
長
補
佐
＝
松
岡
利
雄
氏

（
基
盤
整
備
部
公
園
緑
地
課
長
補
佐

花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進
セ
ン
タ
ー

派
遣
か
ら
）

　

▽
前
課
長
補
佐
＝
河
村
哲
男
氏

（
地
域
県
民
部
県
民
生
活
政
策
課
長

補
佐
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
派
遣
へ
）

　

▽
組
合
指
導
係
新
担
当
＝
大
橋
富

夫
主
査
（
経
営
指
導
課
診
断
担
当
主

査
か
ら
）、
山
本
裕
美
主
事
（
経
営
管

理
部
行
政
管
理
課
主
事
か
ら
）

　

中
央
会
は
、
従
来
か
ら
の
労
働
相

談
に
加
え
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
の
紛
争
に
対
処
す
る
た
め

『
個
別
労
働
関
係
紛
争
相
談
窓
口
』

を
設
置
し
ま
し
た
。
ご
相
談
等
に
つ

い
て
は
、
調
査
労
働
チ
ー
ム
【
〇
五

八
（
二
七
七
）
一
一
〇
三
】
ま
で
。

�
…【
自
立
し
た
青
少
年
を
は
ぐ
く
む
、開
か
れ
た
家
庭
づ
く
り
】　

毎
月
第
三
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」で
す
。

　

中
央
会
の
『
第　

回
通
常
総
会
』

46

を
5
月　

日　

、
午
後
一
時
三
十
分

29

（火）

か
ら
三
時
三
十
分
の
予
定
で
、
大
垣

市
情
報
工
房
・
ス
イ
ン
ク
ホ
ー
ル
に

て
開
催
致
し
ま
す
。
今
回
の
総
会
で

は
、
中
央
会
表
彰
規
程
に
基
づ
く
会

長
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
程
等
の
調
整
を
い
た
だ
き
、
是
非

と
も
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

中
央
会
の
通
常
総
会
・
５
月　

日
に
予
定

２９

県
経
営
指
導
課
が�
経
営
支
援
課
�へ

異
動
で
新
商
工
局
長
に
長
屋
氏

『
個
別
労
働
関
係

紛
争
窓
口
』
を
設
置

　

▽
同
係
前
担
当
＝
佐
藤
さ
わ
子
主

査
（
経
営
支
援
課
資
金
融
資
係
主
査

へ
）、荒
川
美
智
子
主
事（
経
営
管
理
部

情
報
シ
ス
テ
ム
課
主
任
へ
）


